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１． 当四半期決算に関する定性的情報 

（１）経営成績に関する説明 

当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、雇用・所得環境の改善が続き、緩やかな回復基調で推移したものの、

新興国経済の減速、英国のＥＵ離脱問題、米国大統領選挙後の政策動向に対する懸念など、世界経済の不確実性の高まり

により、先行き不透明な状況が続いております。 

当社グループの中核事業である水産物卸売事業におきましては、国外における魚食拡大や天候不順等による水産資源の

減少、市場外流通の増加、消費者の節約志向や魚離れ等、厳しい経営環境が続いております。 

このような状況の下、当社グループは、平成26年度から平成28年度まで３ヵ年の中期経営計画「ＭＭプラン３rd Stage」

の 終年度となります三年目にあたり、中期経営計画の総仕上げとして目標を達成すべく、グループ一丸となって取り組

んでいるところであります。 

その結果、当第３四半期連結累計期間の売上高は 40,330 百万円と前第３四半期連結累計期間に比べ 880 百万円（△

2.1％）の減収となりましたが、債権回収による貸倒引当金の戻入及び水産物販売事業の一部事業所閉鎖に伴う経費の減

少により、営業利益は297 百万円と前第３四半期連結累計期間に比べ135 百万円（83.4％）、経常利益は534 百万円と前

第３四半期連結累計期間に比べ162百万円（43.8％）それぞれ増益となりました。 

親会社株主に帰属する四半期純利益は、固定資産の譲渡に伴う固定資産売却益を 340 百万円計上したことにより、631

百万円と前第３四半期連結累計期間に比べ381百万円（152.2％）の増益となりました。 

 

セグメントの業績は、次のとおりであります。 

（水産物卸売事業） 

売上高は31,943百万円と前第３四半期連結累計期間に比べ753百万円（△2.3％）の減収となりましたが、営業利益

は151百万円と前第３四半期連結累計期間に比べ35百万円（30.8％）の増益となりました。 

（水産物販売事業） 

売上高は8,136百万円と前第３四半期連結累計期間に比べ159百万円(△1.9％)の減収となりましたが、営業利益は81

百万円と前第３四半期連結累計期間に比べ91百万円（前年同期 営業損失10百万円）の回復となりました。 

（不動産等賃貸事業） 

売上高は65百万円と前第３四半期連結累計期間に比べ31百万円(92.5％)の増収となり、営業利益は41百万円と前第

３四半期連結累計期間に比べ10百万円（32.6％）の増益となりました。 

（運送事業） 

売上高は184百万円と前第３四半期連結累計期間に比べ０百万円(0.2％)の増収となりましたが、営業利益は21百万

円と前第３四半期連結累計期間に比べ５百万円（△19.0％）の減益となりました。 

 

（２）財政状態に関する説明 

当第３四半期連結会計期間末における総資産は、21,904 百万円と前連結会計年度末に比べ4,239 百万円増加しました。

この主な要因は、受取手形及び売掛金の増加 2,546 百万円、商品及び製品の増加 777 百万円及び投資有価証券の時価評価

等による増加830百万円によるものであります。 

負債は、8,747百万円と前連結会計年度末に比べ3,065百万円増加しました。この主な要因は、支払手形及び買掛金の増

加2,726百万円及び投資有価証券の時価評価に伴う長期繰延税金負債の増加265百万円によるものであります。 

純資産は、13,157百万円と前連結会計年度末に比べ1,174百万円増加しました。この主な要因は、利益剰余金の増加560

百万円及びその他有価証券評価差額金の増加615百万円によるものであります。 

 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 

業績予想につきましては、平成28年５月19日に公表いたしました数値から変更はございません。 
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２． サマリー情報（注記事項）に関する事項 

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 

該当事項はありません。 

 

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 

該当事項はありません。 

 

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

 会計方針の変更 

（平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱いの適用） 

法人税法の改正に伴い、「平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱い」（実務対応報

告第32号 平成28年６月17日）を第１四半期連結会計期間に適用し、平成28年４月１日以後に取得した建物附

属設備及び構築物に係る減価償却方法を定率法から定額法に変更しております。 

この変更による当第３四半期連結累計期間の損益に与える影響は軽微であります。 
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３．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(平成28年３月31日) 
当第３四半期連結会計期間 

(平成28年12月31日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 1,878 2,286 

受取手形及び売掛金 3,940 6,487 

有価証券 50 20 

商品及び製品 957 1,735 

その他 31 35 

貸倒引当金 △622 △592 

流動資産合計 6,235 9,972 

固定資産    

有形固定資産    

建物及び構築物（純額） 1,421 1,170 

土地 1,303 1,294 

リース資産（純額） 95 72 

建設仮勘定 0 － 

その他（純額） 56 49 

有形固定資産合計 2,878 2,587 

無形固定資産    

ソフトウエア 208 170 

その他 14 12 

無形固定資産合計 222 182 

投資その他の資産    

投資有価証券 8,246 9,077 

長期貸付金 8 7 

破産更生債権等 467 474 

その他 69 66 

貸倒引当金 △463 △464 

投資その他の資産合計 8,329 9,161 

固定資産合計 11,429 11,931 

資産合計 17,665 21,904 
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    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(平成28年３月31日) 
当第３四半期連結会計期間 

(平成28年12月31日) 

負債の部    

流動負債    

支払手形及び買掛金 2,595 5,321 

未払法人税等 70 186 

引当金 53 13 

その他 290 355 

流動負債合計 3,010 5,877 

固定負債    

退職給付に係る負債 622 600 

資産除去債務 24 24 

繰延税金負債 1,648 1,914 

その他 377 331 

固定負債合計 2,672 2,870 

負債合計 5,682 8,747 

純資産の部    

株主資本    

資本金 1,541 1,541 

資本剰余金 377 376 

利益剰余金 6,522 7,083 

自己株式 △106 △106 

株主資本合計 8,334 8,895 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 3,644 4,259 

その他の包括利益累計額合計 3,644 4,259 

非支配株主持分 3 2 

純資産合計 11,982 13,157 

負債純資産合計 17,665 21,904 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第３四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第３四半期連結累計期間 
(自 平成27年４月１日 

 至 平成27年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成28年４月１日 
 至 平成28年12月31日) 

売上高 41,211 40,330 

売上原価 38,482 37,562 

売上総利益 2,728 2,767 

販売費及び一般管理費 2,566 2,470 

営業利益 162 297 

営業外収益    

受取利息 10 2 

受取配当金 191 229 

その他 10 10 

営業外収益合計 211 242 

営業外費用    

支払利息 1 1 

デリバティブ評価損 － 4 

その他 0 0 

営業外費用合計 2 5 

経常利益 371 534 

特別利益    

固定資産売却益 0 340 

投資有価証券売却益 0 0 

特別利益合計 0 341 

特別損失    

固定資産除却損 4 4 

投資有価証券売却損 6 － 

投資有価証券評価損 － 0 

特別損失合計 10 5 

税金等調整前四半期純利益 361 870 

法人税、住民税及び事業税 112 239 

法人税等調整額 △1 △0 

法人税等合計 111 239 

四半期純利益 250 631 

非支配株主に帰属する四半期純損失（△） △0 △0 

親会社株主に帰属する四半期純利益 250 631 

 

（四半期連結包括利益計算書）

（第３四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第３四半期連結累計期間 
(自 平成27年４月１日 

 至 平成27年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成28年４月１日 
 至 平成28年12月31日) 

四半期純利益 250 631 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 518 615 

その他の包括利益合計 518 615 

四半期包括利益 768 1,246 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 768 1,247 

非支配株主に係る四半期包括利益 △0 △0 
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項 

  （継続企業の前提に関する注記） 

   該当事項はありません。 

 

  （株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記） 

   該当事項はありません。 

 

  （セグメント情報等） 

セグメント情報 

    Ⅰ 前第３四半期連結累計期間（自平成27年４月１日 至平成27年12月31日） 

     １．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

         （単位：百万円） 

 
 
 

報告セグメント 

調整額 

（注１） 

四半期連結 

損益計算書 

計上額 

（注２） 

水産物 

卸売事業 

水産物 

販売事業 

不動産等 

賃貸事業 
運送事業 計 

売上高        

(1)外部顧客への売上高 32,697 8,295 34 184 41,211 － 41,211 

(2)セグメント間の内部売上

高又は振替高  
2,635 102 45 93 2,877 △2,877 － 

計 35,333 8,397 80 277 44,088 △2,877 41,211 

セグメント利益又は損失

（△） 
115 △10 31 26 163 △1 162 

（注）１．セグメント利益の調整額△１百万円は、棚卸資産の未実現利益△１百万円及びセグメント間取引消去０百万

円であります。 

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 

 
    Ⅱ 当第３四半期連結累計期間（自平成28年４月１日 至平成28年12月31日） 

     １．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

         （単位：百万円） 

 
 
 

報告セグメント 

調整額 

（注１） 

四半期連結 

損益計算書 

計上額 

（注２） 

水産物 

卸売事業 

水産物 

販売事業 

不動産等 

賃貸事業 
運送事業 計 

売上高        

(1)外部顧客への売上高 31,943 8,136 65 184 40,330 － 40,330 

(2)セグメント間の内部売上

高又は振替高  
2,562 45 30 93 2,732 △2,732 － 

計 34,506 8,182 96 277 43,062 △2,732 40,330 

セグメント利益 151 81 41 21 296 1 297 

（注）１．セグメント利益の調整額１百万円は、棚卸資産の未実現利益△０百万円及びセグメント間取引消去１百万円

であります。 

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 

 

     ２．報告セグメントの変更等に関する事項 

（平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱いの適用） 

  「２．サマリー情報（注記事項）に関する事項（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表

示」に記載のとおり、第１四半期連結会計期間に「平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する

実務上の取扱い」を適用し、平成28年４月１日以後に取得した建物附属設備及び構築物に係る減価償却方法

を定率法から定額法に変更しております。 

 この変更によるセグメント利益に与える影響は軽微であります。 
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